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ガーデニングコンクール応募用紙にみるガーデナーの意識特性とコンクールのあり方に関する研究  
－「『花の都ぎふ』花かざりコンクール一次審査通過者を対象として－                                      渡 部 奈 美       

    

１． 研究の背景と目的 
 現代社会において、もはや「地域＝コミュニティ」という
捉え方に限界が生じてきている。新しいコミュニティの概念

として、「テーマコミュニティ」も提唱されてきているi。日
常生活の延長として、人と人とを結び、コミュニティ活動の

基盤を担いうるものとしてガーデニングがあげられる。近年
のガーデニングブームは一過性のように取られることが多い
が、社会やライフスタイルの変化の中で趣味の域を越え、生

活に根付きつつある。林らは、ガーデニングにおいてガーデ
ナーはまず内面的な満足感を得た後、街の景観向上や交流な

ど外面的な目的に視点が変動することを明らかにしているii

（表１）。     
表１ ガーデニングの目的 

 
私的役割を担う庭に公的な役割を求めるためには、ガーデ

ナーの意識特性の把握が必要となる。先に述べた林らは、ガ
ーデナー意識に関する研究において、個人の活動が地域へと

広がりを持つためには、個人属性や居住する地域の自治会活
動の活発さなどとともに、ガーデニングコンクールや講習会
が促進要因の一つであると述べている。 

本研究では、ガーデニングコンクールとコンクール応募者
の意識特性に注目した。ガーデニングコンクールの特徴およ

びコンクールに参加するガーデナーの意識特性を明らかにす
ることにより、ガーデニングコンクールの有効性とあり方に
ついて提案することを本研究の目的としている。 
 
２． 研究の方法 
（１）一般ガーデナーの意識特性 
コンクール応募用紙の分析に先立ち、既往文献をもとに一

般ガーデナーの意識特性を明らかにしたiii。これは、一般ガ

ーデナーの意識を把握して、コンクール一次審査通過者の意
識特性との関連性をはかるためにおこなった。 
 
（２）花かざりコンクールについての調査方法 
花かざりコンクールの概要および現状については、文献調

査およびコンクール主催者、コンクール入賞ガーデナー、一
次審査通過ガーデナーなど 11 名へのヒアリングから情報を

得た。 
 
（３）一次審査通過者の意識特性についての調査方法 

本研究では、分析対象としてコンクール応募用紙の自己PR
欄をとりあげる。これらはアンケートやヒアリング調査にみ
られる誘導尋問的性格をやわらげることができ、よりアピー

ルとしての意識を把握できるものであると考える。しかし文
字による表現形式を取るため限界が生じることにもなる。こ

の点に関しては本調査と並行して行ったヒアリング調査の結
果を考慮して補う。 
 
（４）分析方法 
① 応募用紙自己PR欄から記述のカテゴリーに沿って記述

を抜き出す。 
② 記述データの単純集計から集団としての傾向をみる 
③ タイプ分け 

・ タイプ分けに用いた変数については庭づくりの動
機についてのカテゴリーグループ７つと庭づくり

の留意点についてのカテゴリーグループ２つ、計９
つのカテゴリーグループを用いた。 

・ ９つのカテゴリーグループのうち、そのカテゴリー

内の記述の合計を全記述数で割ったものをクラス
ター分析のデータとして用いた。 

・ クラスター分析により類型化を行った。 
・ 類型化したグループの性質から名称を決定 
・ SPSS 10.0J for Windowsを使用 

④ 属性別傾向の把握 
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適度な運動になるため、最近はやっているから
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実用的目的・効果

図１ 研究のフロー 
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３． 「『花の都ぎふ』」花かざりコンクールについて 
① 概要 
「花かざりコンクール」は、岐阜県が推奨する「花の都ぎ

ふ」推進運動の一貫として行われており、2000年度で9回目
を数えるガーデニングコンクールである。 
 
② 現状と課題 
応募者は毎年増加傾向にあり、ガーデニング技術の向上や

コミュニケーション作りとして効果をあげている。一方で、
入賞者が過度の見学による精神的な疲れや、ガーデニング技

術の向上がもたらしたジレンマが生じている。現在コンクー
ルは方向性の見直しの時期にある。 
 
４． 花かざりコンクール応募用紙にみるガーデナーの意識

特性に関する考察 
４－１ 一次審査通過者の概要 
一次審査通過者は、写真による書類審査を通過した集団で

あり、ガーデニング技術や庭の美しさが優れた集団であると

予測される。また、全体のうち80％が女性であり、ガーデニ
ング歴が10～20年のガーデナーが3割を占めていることから、

主婦を中心とした集団であり、ガーデニングブーム以前から
取り組んでいたガーデニングの「集大成」としてコンクール
に応募していると予測できる。その他にも応募の動機はガー

デナーによって様々 である（図２）。 

図２ コンクール応募の動機 
４－２タイプ別考察 
第8・9回コンクール一次審査通過者計 154 名のうち、記

述不備などで分析対象外とした6名を除き、148名の応募用

紙から、ガーデナーを「庭づくりの動機」と「庭づくりにお
ける留意点」により、以下の６タイプに分類した（表２）。 
【サービスタイプ】（14人） 
自分のためだけでなく人のために庭づくりをしている集団 

【交流タイプ】（24人） 
花を通じた交流を楽しみに花づくりをおこなっている集団 
【モノづくり・こだわりタイプ】（44人） 
モノを育てる過程に何らかのこだわりを持ち熱心にとりくむ

集団 

【モノづくり・マイペースタイプ】（13人） 
  モノを作る過程に熱中し、花づくりを生活の一部としてマイ

ペースで楽しむ集団 

【作品づくり・展示タイプ】（10人） 
庭や花を一つの作品に見立てるような花づくりを行ってい

る集団 
【作品づくり・創作タイプ】（43人） 
  展示タイプが「美しいもの」そのものに庭づくりの重きを置

いているのに対し、美しいものを「作ること」に意義を見出

している集団 

表２ 一次審査通過者タイプ 

 
４－３－１ 庭づくりの動機 
 「サービスタイプ」、「交流タイプ」は街の景観向上や道行
く人の癒しなど「マクロ的な視野」を持って庭づくりを行っ

ている集団であるのに対して、「こだわりタイプ」、「マイペー
スタイプ」は、「ミクロ的な視野」で庭づくりを楽しんでいる
タイプである。また「こだわりタイプ」と「マイペースタイ

プ」は、モノを作る過程を楽しむ事を動機とする傾向がある
「モノづくりタイプ」である。一方、「展示タイプ」と「創作

タイプ」は、作品としての庭の美しさに満足度を得る「作品
づくりタイプ」のガーデナーの集団である。 
 
４－３－２ 庭づくりの留意点 
◆コンクールへの指向性 

「展示タイプ」、「創作タイプ」ともに景観へのこだわりが他
のタイプに比べ特に強く、景観を審査するコンクールをやや
強く意識した集団であるといえる。 

◆環境へ配慮したコメント 
ガーデナータイプと環境に配慮したコメントの記述の有無

についてはχ二乗検定により関係性が認められた（図３）。 

コンクール

賞を取りたい

市町村からの応募要請が
あったから

せっかくだから

自慢の庭をぜひ見て
欲しい

他人にどう評価さ
れるか知りたい

人数 該当クラスター 庭づくりの動機 庭づくりの留意点
・道行く人の癒し ・景観にやや強いこだわり
・街の景観向上
・周囲の反応 ・景観にやや強いこだわり
・近所や知らない人との交
・育てる喜び ・景観にやや強いこだわり
・計画するのが楽しい・ゆと
りのある生活

・モノに強いこだわり

・生活の一部 ・特にこだわりはない
・計画するのが他の市
・美しさから得る喜び ・景観に強いこだわり

・育てる喜び ・景観に強いこだわり
・庭をきれいに保つこと

作品づくりタイプ
展示タイプ 10人 K・L

創作タイプ 43人 M・N

交流タイプ 24人 Ｂ・O

モノづくりタイプ
こだわりタイプ 44人 Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ・Ｐ

マイペースタイプ 13人 Ｑ・Ｒ・T

タイプ

サービスタイプ 14人 A・J・S

 
図３ 環境に配慮するコメントの有無 
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「こだわりタイプ」のガーデナーには積極的に環境問題に
取り組む傾向がみられ、また「サービスタイプ」や「交流タ
イプ」や「創作タイプ」には、土づくりや肥料づくりなど、

身近なところで環境に配慮し、積極的な関心や徹底的な行動
は伴わないが、結果として環境に配慮した庭づくりとなって

いるガーデナーが存在した。それは環境への指向よりもお金
をかけないためという理由が一番の動機であり、環境に配慮
することを第一の理由に熱心に取り組む「エコ・ガーデナー」

は「こだわりタイプ」に数人しかみられなかった。しかし、
ガーデナーにとって、ガーデニングはリサイクルや自然の大

切さなど、身近な環境問題を自然に認識できる場であり、楽
しみながら環境問題と接していることがわかった。 

 

４－３－３ 公への意識 
一次審査通過者の庭は、全体的に開かれている形態が多

いことがわかった。公への意識の段階と、ガーデナーが認
識している公の範囲とをタイプ別にまとめたものが図４
である。 

図４ タイプ別にみた公への意識 

 

公への意識が高いのは、「サービスタイプ」と「交流タ
イプ」であり、公への意識が一歩行動へと踏み出しつつあ
る段階にある。「サービスタイプ」は花いっぱいのまちづ
くりなど、やや限られた範囲を意識して行動しているのに
対し、「交流タイプ」は不特定の人との交流を望むなど、
サービスタイプよりも広い範囲を公として認識している
ことが推測できた。 
また、「こだわりタイプ」と「創作タイプ」の中にも、行動

には出ていないものの、公を意識しているガーデナーが存在
していた。「創作タイプ」の中には近隣よりもさらに大きな公

への広がりを望んでいるガーデナーが含まれていた。 

「展示タイプ」は近隣などへの関心はあるが、明確な意識
としてはあらわれておらず、「マイペースタイプ」は公へ
の関心に関する記述は全くみられなかった。 
◆ コンクール受賞がガーデナーに与える影響 

コンクール受賞がガーデナーに与える影響は、大きく次の
二つに分けた。まず、コンクール入賞により見学者が増加し、
それらの人々 との交流などをきっかけにしてサービスタイプ

や交流タイプとなる「マクロ化」である（図５）。第二に、コ
ンクール受賞が個人の庭づくりの目標となり、それを励みに

ますますコンクール入賞という目標へ意識が高まったり、自
分の庭に対する取り組みがより熱心になる「ミクロ化」であ
る（図６）。しかし「ミクロ化」はガーデナーによっては賞を

とることへの執着を強めることにもなる。いずれにせよ、コ
ンクールがなんらかの刺激を与えることが明らかとなった。 

図５ マクロ化の例 

図６ ミクロ化の例 

 

５． 結論 
◆ ガーデニングの公への展開 
ガーデナーの意識特性から、個人がおこなうガーデニング

の公への展開について論じる。 
庭づくりの動機によるガーデナーのタイプ分けから、ミク

ロ的視点を持つガーデナーは、「育てる喜び」や「庭の美しさ
から得る喜び」など、「内面的効果」をより重視する傾向にあ

る。また、マクロ的視点を持つガーデナーは、「内面的効果」
に加え、「街の景観向上」などの「外面的効果」も意識してガ
ーデニングをおこなう傾向にある。「ミクロ的視点タイプ」の

中にも、マクロ的な視野を持っているガーデナーは存在して
いるものの、その多くは意識のみで行動を伴っていない。個

人の庭づくりが実践的に公へと展開していくためには、ガー
デナーにマクロ的視野を持たせると同時に、意識から行動に
移すきっかけづくりが必要であると思われる。 

◆ガーデニングコンクールの限界と地域展開へ 
コンクールの開催により競い合うことでガーデニング技術

の向上という効果をもたらすが、実際コンクールがガーデナ
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ーに及ぼす効果の多くはコンクール「入賞」が与えるもので
あった。また、コンクール応募者が必ずしもマクロ的な視野
を持つガーデナーであるとはいえない。また、入賞者につい

ては過度の見学などにより負担をともなうことも報告されて
いることから、コンクールがガーデナーの意識に与える効果

と同時に、その限界があることを認識しなければならない。 
そこで、「マクロ化」がおこる課程（図５）に注目し、今後

のコンクールのあり方について検討していく。図５では、入

賞に伴い、入賞物件の周辺住民や見学者の反応がガーデナー
を励まし、よりマクロ的視点へと向けさせている。この周辺

との交流、ガーデナーと地域との密着こそが、今後のコンク
ールのあり方を検討するうえで大いに重要であると思われる。 
ガーデナーと地域との密着を考えた場合、その「密着度」

を計るものさしとして、ガーデナーを取り巻く地域住民の反
応は大変参考になると思われる。そこで、「地域密着型ガーデ

ニングコンクール」を提案する。全国や都道府県など広い範
囲でなく、ガーデナーの「顔」が見える市町村単位や地区で
開催し、地区住民が投票形式で優秀なガーデナーを選出する

など、より地域に根ざしたコンクールをおこなう必要がある
のではないだろうか。また、コンクールに限らず、地域の中

の注目ガーデナーを広報誌で紹介したり、ガーデナー同士の
交流を目的としたイベントを開催するなど、ガーデナーと地
域との接点をつくる「しかけづくり」は、住民参加による花

と緑のまちづくりを進めていくうえでも重要である。今後、
行政や花と緑の推進センターが、そのような情報の媒介役や

イベント主催者として、花のまちづくりの中心的な役割を果
たしていくことを一層期待したい。 
 
◆ガーデニングとライフスタイル 

本研究においてガーデニングコンクールとガーデナー
意識について調査していく中で、昨今のガーデニングブー
ムやコンクールでは「見かけの美しさ」が一人歩きし、庭
の「作品化」が起こっていることを強く感じた。庭づくり
が庭づくりのみで終わり、生活と切り離される現象が生じ
つつあるのである。近年のガーデニングブームを、「基本
を忘れた花かざり現象」と批判する声もある。しかし、庭
やガーデニングは私たちの生活環境を外面的に潤すだけ
でなく、精神的な世界や生活にも潤いを与えるものでもあ
る。私たちは、もう一度ガーデニング本来の意味をみなお
し、ガーデニングとライフスタイルの関係を考える必要が
あるだろう。 
 
◆本来の庭が持つ意味 

民俗学によれば、「ニワ」とは本来「作業場」という意味を
持つというiv。しかし、時代とともに、庭の担う役割は変化

してきた。ニワは「仕事場」から、花を飾る場所、家を彩る
場所として、家の付属物のようになった。「基本を忘れた花か
ざり現象」といわれる所以も、こういった世間の流れが根底

にあるといえる。 
ただ、もちろん、現代のガーデナーの中にも花や庭から美

しさから以外
．．

から満足感を得ているガーデナーは存在してい

る。本研究では、庭で実用作物を栽培するなど、庭づくりに

おいて「モノ」を重視しているガーデナーの存在を明らかに
した。彼女たちは、庭に花を植えるばかりでなく、ハーブや
野菜を育て、お茶を楽しんだり、食卓で味わうなどの「楽し

み」を見つけていた。また、収穫したものを近所の人と分け
合うなど、庭で採れた作物や花苗などの「モノ」がコミュニ

ケーションの媒体としての役割も果たしていることがわかっ
た。それらは昨今の健康指向ブームにおされ、にわかに流行
になりつつある。庭は、少し前まで当たり前のようにあった

「自然」や「自給生活」と私たちを結びつける接点にもなっ
ている。「ガーデニング」から「ファーミング」へと、時代の

流れは向きつつあるのかもしれない。 
 
◆エコ・ライフスタイルへの転換 

そして、そういったガーデニングとライフスタイルの関係
からは、環境問題解決への糸口も探ることができる。ガーデ

ナーにとって、庭は季節や植物、虫などを通じて自然を身近
に感じることのできる場であり、ガーデニングはそのような
自然の大切さや偉大さを考える行為ともいえる。ガーデナー

へのヒアリング調査や応募用紙においても、「自然の大切さ」
や「無駄遣い」、「リサイクル」などという言葉が何度も登場

した。ガーデナーの中には、ガーデニングをとおして、生命
力や資源の尊さを感じることから「身近な環境問題」に気づ
き、楽しみながら「エコ・ガーデニング」を実践しているガ

ーデナーが存在しているのである。 
ガーデナーの多くは主婦層であり、「地球環境問題なんてむ

ずかしいわ。」という人ばかりである。しかし、「好き、楽し
い」という気持ちを出発点とし身近な生活環境に触れ、その
過程で少しずつ問題を認識し、そこから、ごみや食へと関心

が広がる可能性は大いにあると思われる。ガーデニングには
「エコ・ライフスタイル」への転換へのヒントが大いに隠さ

れているのである。ガーデニングのような趣味や文化、そし
てライフスタイルに根付いた身近な環境問題への一人一人の
取り組みこそが、地域環境問題、ひいては地球環境問題解決

への一番の近道なのではないだろうか。 
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